
 

 

１． 成形
せいけい

加工
かこう

作業
さぎょう

 

① 製作
せいさく

等
とう

作業
さぎょう

試験
しけん

 

【課題
かだい

１】 保護
ほご

具
ぐ

、服装
ふくそう

の着用
ちゃくよう

         ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： 制限
せいげん

無し
な

＞ 

実技
じつぎ

試験
しけん

に適した
てき

保護
ほご

具
ぐ

、服装
ふくそう

を試験
しけん

します。 

 

 

 

【課題
かだい

２】 機械
きかい

、治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

等
とう

 の 点検
てんけん

整備
せいび

作業
さぎょう

 

＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ５分
ふん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ７分
ふん

＞ 

作業
さぎょう

で使う
つか

治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

の選定
せんてい

（選ぶ
えらぶ

こと）と点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

は、それぞれの治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

で行います
おこな

。 

成形機
せいけいき

（プレス
ぷれす

）の安全
あんぜん

点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

成形機
せいけいき

を作動
さどう

した状態
じょうたい

で、非常
ひじょう

停止
ていし

、ライトカーテン
らいとかーてん

などの安全
あんぜん

点検
てんけん

をした後
あと

に、 

それぞれ指差
しさ

呼称
こしょう

を行います
おこな

。 

型
かた

（金型
かながた

）の取付
とりつけ

状態
じょうたい

及び
およ

破損
はそん

状態
じょうたい

の点検
てんけん

及び
および

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

３】 材料
ざいりょう

準備
じゅんび

作業
さぎょう

            ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ３分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の品名
ひんめい

の確認
かくにん

及び
および

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の使用
しよう

期限
きげん

の確認
かくにん

及び
および

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の異物
い ぶ つ

の有無
うむ

の確認
かくにん

及び
および

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

ＪＲＭＡ 
一般社団法人 日本ゴム工業会 

実技
じつぎ

試験
しけん

（専門級
せんもんきゅう

）の概要
がいよう

と実習
じっしゅう

のポイント
ぽいんと

 

＜実習のポイント＞ 

『実技試験に適する服装と保護具（安全衛生）』に記載の項目、内容に従って、日々の実習で繰り返し

指導してください。 

＜実習のポイント＞ 

【治工具・測定器】「必要なものを選ぶ」「点検する」「指差呼称する」手順を実習してください。刃具は、刃先

の欠け・刃こぼれや動きを、測定器は、破損個所、動き、ゼロ表示の確認をポイントにしてください。 

【設備】「電源入れ非常停止装置の作動を確認」「結果を指差呼称」「機械を動作させて安全停止装置の作

動を確認」「結果を指差呼称」し、最後は設備を復旧させるまでの手順を実習してください。 

【型】「金型の位置・固定状態を確認」「結果を指差呼称」「金型の成形面に破損が無いか確認」「結果を指

差呼称」の手順を実習してください。 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 



 

 

 

 

 

     【課題
かだい

４】 加工
かこう

条件
じょうけん

設定
せってい

作業
さぎょう

       ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ４分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

金型
かながた

の温度
おんど

、加硫
かりゅう

時間
じかん

の設定
せってい

及び
およ

記録
きろく

をする試験
しけん

をします。 

 

 

 

     【課題
かだい

５】 材料
ざいりょう

供給
きょうきゅう

、試し
ため

加工
かこう

、成形機
せいけいき

による加工
かこう

作業
さぎょう

 

＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ２５分
ふん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ３３分
ぷん

＞ 

試し
ため

加工
かこう

（材料
ざいりょう

供給
きょうきゅう

し、成形品
せいけいひん

をつくり、品質
ひんしつ

確認
かくにん

後
ご

、指差
しさ

呼称
こしょう

）の試験
しけん

をします。 

成形
せいけい

加工
かこう

を 2回
かい

繰
く

り返
かえ

して成
せい

形
けい

品
ひん

をつくる試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

６】 形状
けいじょう

 仕上げ
しあ

、寸法
すんぽう

検査
けんさ

作業
さぎょう

  ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ２０分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ２５分
ふん

＞ 

    支給
しきゅう

した成形品
せいけいひん

のバリ
ばり

切り
き

と寸法
すんぽう

測定
そくてい

をする試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに確認し、結果を指差呼称する手順を実習してください。 

【材料名】指示書等に記載された材料の品名を「現物と照合確認」「結果を指差呼称」する”  

【使用期限】使用期限を「かんばん等で確認」「結果を指差呼称」する”  

【異物確認】ゴミ・異物がないことを「現物で確認」「結果を指差呼称」する” 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに実習してください。 

【金型温度】指示書等に記載された金型温度を「セットし用紙に値を記録」する”  

【加硫時間】指示書等に記載された加硫時間を「セットし用紙に値を記録」する” 

＜実習のポイント＞ 

【試し加工】「材料を供給」「成形機を起動」「成形品を加工」「成形品取出し」「成形品品質の確認」

「結果を指差呼称」手順を実習してください。 

【成形加工】「材料を供給」「成形機を起動」「成形品を加工」「成形品取出し」「成形品品質の確

認」「成形品を台に置く」手順（２回繰り返し）を実習してください。 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 



バリ
ばり

残り
のこり

は０．５ｍｍまではＯＫです。角
かど

の部分
ぶぶん

を切
き

り込
こ

み過
す

ぎてはいけません。 

サンプル
さんぷる

で事前
じぜん

に練習
れんしゅう

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

７】 外観
がいかん

検査
けんさ

作業
さぎょう

            ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ４分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

当会
とうかい

で準備
じゅんび

した成形品
せいけいひん

の外観
がいかん

検査
けんさ

（不良
ふりょう

項目
こうもく

を選ぶ
えら

、限度
げんど

見本
みほん

で合否
ごうひ

を判定
はんてい

する） 

の試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

② 判断
はんだん

等
とう

試験
しけん

 

【課題
かだい

１】 調整
ちょうせい

作業
さぎょう

                           ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

    写真
しゃしん

を見て
み

、不具合
ふぐあい

の名称
めいしょう

及び
および

正しい
ただ

調整
ちょうせい

のやり方
かた

を選ぶ
えら

試験
しけん

をします。 

 

【課題
かだい

２】 型
かた

の汚れ
よご

除去
じょきょ

作業
さぎょう

                     ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： １０分
ふん

＞ 

    写真
しゃしん

を見て
み

、型
かた

の清掃
せいそう

箇所
かしょ

及び
およ

汚れ
よご

で起こる
お

不具合
ふぐあい

を解答
かいとう

する試験
しけん

をします。 

 

【課題
かだい

３】 安全
あんぜん

衛生
えいせい

                           ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

    イラスト
いらすと

を見て
み

、危険
きけん

個所
かしょ

を解答
かいとう

する試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

＜実習のポイント＞ 

【仕上げ】「正しい工具を使って」「切込み過ぎがないよう」に仕上げられるよう実習してください。 

【寸法測定】「正確に測定できたか」「正しく記録できたか」がポイントです。ノギスに力を入れて挟むと測定値が

変わりますので、適正な力加減で正しく測定できるように実習してください。 

※初級の試料に比べて、薄肉で柔らかく作業が難しくなります。事前にしっかり実習してください。 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※実習用のサンプルは事前に購入できます。（試験で使用する試料は当日お渡しします） 

 

＜実習のポイント＞ 

試料を見て「どういう不良項目にあたるか」判別できるよう実習してください。 

限度見本の意味を理解し、限度見本を元に良否判定出来るように実習してください。 

※『用語集』にもヒントが記載されていますので活用してください。 

＜実習のポイント＞ 

成形不良（変形、加硫不足、ショートショット等）に対し調整するやり方を教育してください。 

金型の各部位の名称及びゴム汚れにより発生する不具合について教育してください。 

成形作業における危険な作業について教育をしてください。 



２． 押出し
おしだ

加工
かこう

作業
さぎょう

 

① 製作
せいさく

等
とう

作業
さぎょう

試験
しけん

 

【課題
かだい

１】 保護
ほご

具
ぐ

、服装
ふくそう

の着用
ちゃくよう

         ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： 制限
せいげん

無し
な

＞ 

実技
じつぎ

試験
しけん

に適した
てき

保護
ほご

具
ぐ

、服装
ふくそう

を試験
しけん

します。 

 

 

 

【課題
かだい

２】 機械
きかい

、治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

等
とう

 の 点検
てんけん

整備
せいび

作業
さぎょう

 

＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： 10分
ふん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： 15分
ふん

＞ 

作業
さぎょう

で使う
つか

治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

の選定
せんてい

（選ぶ
えらぶ

こと）と点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

は、それぞれの治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

で行います
おこな

。 

押
おし

出
だし

設備
せつび

（押出機
おしだしき

）の安全
あんぜん

点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

非常
ひじょう

停止
ていし

及び
およ

スクリュー
すくりゅー

、配管
はいかん

などの安全
あんぜん

点検
てんけん

をした後
あと

に、それぞれ指差
しさ

呼称
こしょう

を 

行います
おこな

。 

型
かた

（ダイ
だ い

）の取付
とりつけ

状態
じょうたい

及び
およ

破損
はそん

状態
じょうたい

の点検
てんけん

及び
および

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

３】 材料
ざいりょう

準備
じゅんび

作業
さぎょう

            ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ３分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の品名
ひんめい

の確認
かくにん

・記録
きろく

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の使用
しよう

期限
きげん

の確認
かくにん

・記録
きろく

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の異物
い ぶ つ

の有無
うむ

の確認
かくにん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

 

＜実習のポイント＞ 

『実技試験に適する服装と保護具（安全衛生）』に記載の項目、内容に従って、日々の実習で繰り返し

指導してください。 

＜実習のポイント＞ 

【治工具・測定器】「必要なものを選ぶ」「点検する」「指差呼称する」手順を実習してください。刃具は、刃

先の欠け・刃こぼれや動きを、測定器は、破損個所、動き、ゼロ表示の確認をポイントにしてください。 

【設備】「スクリューを回転させて点検」「結果を指差呼称」し、「非常停止装置の作動を確認」「結果を指

差呼称」、最後は押出機を復旧させるまでの手順を実習してください。点検は、スクリューの回転、 

モーター異常音、配管の水漏れの有無をポイントにしてください。  

【型】「ダイに破損が無いか確認」「結果を指差呼称」「ダイを押出機に固定し固定状態を確認」「結果を

指差呼称」の手順を実習してください。 

※「用語集」にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は「指差呼称とは（効果とやり方）」を参考にして指導してください。 



 

 

 

 

 

     【課題
かだい

４】 加工
かこう

条件
じょうけん

設定
せってい

作業
さぎょう

       ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ３分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

ヘッド
へっど

温調
おんちょう

の温度
おんど

の設定
せってい

及び
およ

記録
きろく

をする試験
しけん

をします。 

 

 

 

     【課題
かだい

５】 材料
ざいりょう

供給
きょうきゅう

、試し
ため

加工
かこう

、調整
ちょうせい

、押
おし

出
だし

設備
せつび

による加工
かこう

作業
さぎょう

 

＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ２３分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ３５分
ふん

＞ 

試し
ため

加工
かこう

（材料
ざいりょう

供給
きょうきゅう

し、押
おし

出品
だしひん

をつくり、品質
ひんしつ

確認
かくにん

後
ご

、指差
しさ

呼称
こしょう

）の試験
しけん

をします。 

その後
ご

、調整
ちょうせい

して押
おし

出品
だしひん

の大きさ
おおきさ

を変える
かえる

試験
しけん

をします。 

調整
ちょうせい

した後
あと

に押
おし

出品
だしひん

を２本
ほん

つくる試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

６】 形状
けいじょう

 仕上げ
しあ

、寸法
すんぽう

検査
けんさ

作業
さぎょう

  ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： １６分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ２０分
ふん

＞ 

    支給
しきゅう

した押
おし

出品
だしひん

の長さ
なが

裁断
さいだん

と寸法
すんぽう

測定
そくてい

をする試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

まーく 

マーク 

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに確認し、結果を指差呼称する手順を実習してください。 

【材料名】指示書等に記載された材料の品名を「現物と照合確認」「結果を指差呼称」する”  

【使用期限】使用期限を「かんばん等で確認」「結果を指差呼称」する”  

【異物確認】ゴミ・異物がないことを「現物で確認」「結果を指差呼称」する” 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに実習してください。 

【ヘッド温調】指示書等に記載されたヘッド温調温度を「セットし用紙に値を記録」する”  

＜実習のポイント＞ 

【試し加工】「スクリューを回転」「材料を供給」「ウォーミングする」「押出品を加工」「任意長さでカ

ット」「寸法（径）を確認」「台に置く」「結果を指差呼称」手順を実習してください。 

【調整】「寸法が小さくなるよう調整」「任意長さでカット」「寸法を確認」手順を実習してください。 

【押出し加工】「500mm 以上の長さにカット」「寸法を確認」「台に置く」手順（２回繰り返し）を実習し

てください。 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 



長さ
なが

裁断
さいだん

の公差
こうさ

は±３ｍｍです。斜め
なな

カット
かっと

をしてはいけません。 

サンプル
さんぷる

で事前
じぜん

にしっかりと練習
れんしゅう

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

７】 外観
がいかん

検査
けんさ

作業
さぎょう

            ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ４分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

当会
とうかい

で準備
じゅんび

した押
おし

出品
だしひん

の外観
がいかん

検査
けんさ

（不良
ふりょう

項目
こうもく

を選ぶ
えら

、限度
げんど

見本
みほん

で合否
ごうひ

を判定
はんてい

する） 

の試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

② 判断
はんだん

等
とう

試験
しけん

 

【課題
かだい

１】 型
かた

の汚れ
よご

除去
じょきょ

作業
さぎょう

                     ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： １０分
ふん

＞ 

    写真
しゃしん

を見て
み

、型
かた

の清掃
せいそう

箇所
かしょ

及び
およ

汚れ
よご

で起こる
お

不具合
ふぐあい

を解答
かいとう

する試験
しけん

をします。 

 

【課題
かだい

２】 安全
あんぜん

衛生
えいせい

                           ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

    イラスト
いらすと

を見て
み

、危険
きけん

個所
かしょ

を解答
かいとう

する試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実習のポイント＞ 

【仕上げ】「正しい工具を使って」「切り口が垂直水平になるよう」カットできるように実習してください。 

【寸法測定】「正確に測定できたか」「正しく記録できたか」がポイントです。ノギスに力を入れて挟むと

測定値が変わりますので、適正な力加減で正しく測定できるように実習してください。 

※初級の試料に比べて、異形状で柔らかく作業が難しくなります。事前にしっかり実習してください。 

※「用語集」にもやり方のヒントが記載されていますので実習で活用してください。 

※実習用のサンプルは事前に購入できます。（試験で使用する試料は当日お渡しします） 

＜実習のポイント＞ 

試料を見て「どういう不良項目にあたるか」判別できるよう実習してください。 

限度見本の意味を理解し、限度見本を元に良否判定出来るように実習してください。 

※『用語集』にもヒントが記載されていますので活用してください。 

＜実習のポイント＞ 

ダイの各部位の名称及びゴム汚れにより発生する不具合について教育してください。 

押出し作業における危険な作業について教育をしてください。 



３． 混
こん

練り
ね

圧延
あつえん

加工
かこう

作業
さぎょう

 

① 製作
せいさく

等
とう

作業
さぎょう

試験
しけん

 

【課題
かだい

１】 保護
ほご

具
ぐ

、服装
ふくそう

の着用
ちゃくよう

         ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： 制限
せいげん

無し
な

＞ 

実技
じつぎ

試験
しけん

に適した
てき

保護
ほご

具
ぐ

、服装
ふくそう

を試験
しけん

します。 

 

 

 

【課題
かだい

２】 機械
きかい

、治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

等
とう

 の 点検
てんけん

整備
せいび

作業
さぎょう

 

＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ６分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ８分
ぷん

＞ 

作業
さぎょう

で使う
つか

治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

の選定
せんてい

（選ぶ
えらぶ

こと）と点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

は、それぞれの治
じ

工具
こうぐ

、測定器
そくていき

で行います
おこな

。 

混
こん

練り
ねり

圧延
あつえん

設備
せつび

（ロール機
ろーるき

）の安全
あんぜん

点検
てんけん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

非常
ひじょう

停止
ていし

及び
およ

急停止
きゅうていし

装置
そうち

の安全
あんぜん

点検
てんけん

をした後
あと

に、それぞれ指差
しさ

呼称
こしょう

を行います
おこな

。 

型
かた

（ロール
ろーる

）の表面
ひょうめん

の傷
きず

や破損
はそん

状態
じょうたい

の点検
てんけん

及び
および

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

３】 材料
ざいりょう

準備
じゅんび

作業
さぎょう

           ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ８分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： １２分
ふん

＞ 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の品名
ひんめい

の確認
かくにん

・記録
きろく

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の使用
しよう

期限
きげん

の確認
かくにん

・記録
きろく

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

使用
しよう

する材料
ざいりょう

の異物
い ぶ つ

の有無
うむ

の確認
かくにん

及び
およ

指差
しさ

呼称
こしょう

の試験
しけん

をします。 

 

＜実習のポイント＞ 

『実技試験に適する服装と保護具（安全衛生）』」に記載の項目、内容に従って、日々の実習で繰り返し

指導してください。 

＜実習のポイント＞ 

【治工具・測定器】「必要なものを選ぶ」「点検する」「指差呼称する」手順を実習してください。刃具

は、刃先の欠け・刃こぼれや動きを、測定器は、破損個所、動き、ゼロ表示の確認をポイントにし

てください。 

【設備】「電源入れ非常停止装置の作動を確認」「結果を指差呼称」「機械を動作させ 1 か所の急

停止装置の作動を確認」「結果を指差呼称」し、最後は急停止装置のロックを解除し復旧させるま

での手順を実習してください。 

【型】「ロール表面に傷、へこみ等が無いか確認」「結果を指差呼称」の手順を実習してください。 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 

※当会の「認定基準」に従い、安全に作業ができるよう、しっかりと実習してください。 



 

 

 

 

 

 

     【課題
かだい

４】 加工
かこう

条件
じょうけん

設定
せってい

作業
さぎょう

       ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ３分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

ロール
ろーる

間隙
かんげき

の設定
せってい

をし、その後
ご

、元
もと

に戻
もど

す
す

試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

     【課題
かだい

５】 材料
ざいりょう

投入
とうにゅう

、混
こん

練り
ね

圧延
あつえん

設備
せつび

による加工
かこう

作業
さぎょう

 

＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： １３分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： ２０分
ぷん

＞ 

指示
しじ

に基づき
もと

ロール
ろーる

へゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を投入
とうにゅう

し、加工
かこう

を行う
おこな

試験
しけん

です。 

切
き

り返
かえ

しと丸
まる

通し
とお

を各
かく

５回
かい

ずつ行います
おこな

。 

作業
さぎょう

が旨く
うま

できなかった場合
ばあい

は、何度
なんど

でもやり直
なお

しができます。 

 

 

 

 

 

 

【課題
かだい

６】 形状
けいじょう

 仕上げ
しあ

、寸法
すんぽう

検査
けんさ

作業
さぎょう

  ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： １０分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： １２分
ふん

＞ 

    試験官
しけんかん

より指示
しじ

された寸法幅
すんぽうはば

で 500mm以上
いじょう

の長さ
ながさ

にシート
しーと

を裁断
さいだん

する試験
しけん

をします。 

ロール
ろーる

に残った
のこ

材料
ざいりょう

は下
した

に排出
はいしゅつ

します。 

 

 

 

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに確認・計量し、結果を指差呼称する手順を実習してください。 

【基準重量と公差】記載した内容を「現物と照合確認」する”  

【使用期限】使用期限を「かんばん等で確認」する”  

【異物確認】ゴミ・異物がないことを「現物で確認」する” 

【計量】電子秤を「ゼロリセットしてから計量」する”「公差内で計量」「結果を記入」する” 

※『用語集』にもやり方のヒントが記載されていますので活用してください。 

※指差呼称は『指差呼称とは（効果とやり方）』を参考にして指導してください。 

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに実習してください。 

【ロール間隙】「指示に従いロール間隙をセット」「ロール間隙を戻す」をする”  

＜実習のポイント＞ 

以下をポイントに作業できるよう実習してください。 

【材料投入】「ロール中央付近」に投入する。「回転時は手鉤を使用」する。 手で巻きつける場合は「ロ

ールを停止」する など 

【切返し・丸通し】「ナイフ面をロール下部」にあて、巻取り手は「バンクより 15 ㎝以上」離す。巻取りゴ

ムの大きさは「直径手のひら以下」で「長さ１m 未満」にする、「説明会の写真の手順で行う」など 

※当会の「認定基準」に従い、安全に作業ができるよう、しっかりと実習してください。 

＜実習のポイント＞ 

指示された幅、長さで裁断でき残ったゴムをロール下に排出できるよう、実習してください 

※切出し用カッターを使用して幅を設定しカットするように教育してください。 

※当会の「認定基準」に従い、安全に作業ができるよう、しっかりと実習してください。 



【課題
かだい

７】 寸法
すんぽう

検査
けんさ

作業
さぎょう

            ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： ８分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： １０分
ふん

＞ 

支給
しきゅう

したシート
しーと

（３枚
まい

）のマーク
まーく

位置
いち

の厚み
あつみ

を測定
そくてい

し、記録
きろく

する試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

【課題
かだい

８】 練り品質検査
けんさ

作業
さぎょう

        ＜標準
ひょうじゅん

時間
じかん

 ： １０分
ぷん

、打切り
うちき

時間
じかん

 ： １５分
ふん

＞ 

御社
おんしゃ

が用意
ようい

した材料
ざいりょう

で測定
そくてい

サンプル
さんぷる

をつくり、ムーニー
むーにー

粘度
ねんど

の規格
きかく

を記入
きにゅう

した後
あと

に、 

ムーニー
むーにー

粘度
ねんど

を測定
そくてい

し記録
きろく

、良否
りょうひ

判定
はんてい

する試験
しけん

をします。 

 

 

 

② 判断
はんだん

等
とう

試験
しけん

 

【課題
かだい

１】 型
かた

の汚れ
よご

除去
じょきょ

作業
さぎょう

                     ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： １０分
ふん

＞ 

    写真
しゃしん

を見て
み

、型
かた

の清掃
せいそう

箇所
かしょ

及び
およ

汚れ
よご

で起こる
お

不具合
ふぐあい

を解答
かいとう

する試験
しけん

をします。 

 

【課題
かだい

２】 安全
あんぜん

衛生
えいせい

                           ＜試験
しけん

時間
じかん

 ： ５分
ふん

＞ 

    イラスト
いらすと

を見て
み

、危険
きけん

個所
かしょ

を解答
かいとう

する試験
しけん

をします。 

 

 

 

 

４． 複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

作業
さぎょう

   ⇒ ＜２０２５年
ねん

度
ど

掲
けい

載
さい

する予定
よてい

＞ 

 

 

 

２０２４年
ねん

 ７月
がつ

８日
にち

 作成
さくせい

 

－以上
いじょう

－ 

＜実習のポイント＞ 

【寸法測定】「正確に測定できたか」「正しく記録できたか」がポイントです。ダイヤルシックネスゲージ

を傾けて測定すると値が変わりますので垂直に測定できるように実習してください。 

※「用語集」にもやり方のヒントが記載されていますので実習で活用してください。 

※実習用サンプルは販売しておりません。試験で使用する試料は当日お渡しします。 

＜実習のポイント＞ 

【ムーニー粘度測定】「正確に測定できたか」「規格に対し良否判定が正しくできたか」「正しく記録が

できたか」がポイントです。ムーニー粘度計を正しく使用し測定できるように実習してください。 

＜実習のポイント＞ 

ロール機の各部位の名称及びゴム汚れにより発生する不具合について教育してください。 

混練り圧延加工作業における危険な作業について教育をしてください。 


